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第2章 自然と共生し身近な環境を大切にする社会づくり
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2章1節

河川改修の実施における配慮
近年、豊かでゆとりのある質の高い国民生活や

良好な環境を求める国民ニーズの増大に伴い、河
川は単に治水、利水の機能を持つ施設としてだけ
でなく、多様な自然環境のある空間としてその役
割を期待されるようになってきています。

また、まちづくりの面において、豊かな自然、美
しい景観、歴史や文化に対する関心が増大し、と
りわけ水辺空間には水と緑の貴重なオープンスペ
ースとして大きな期待が寄せられています。このよ
うな社会的要請のもと、河川が本来有している生
物の良好な生育環境に配慮し、併せて美しい自然
環境を積極的に保全または回復をめざし多自然川
づくりを行っています。

平成 24（2012）年度には、一級河川大内山
川他 18 河川で多自然川づくりを実施しました。

4−8 河川・渓流・湖沼の保全・再生


